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結 核 菌 の発 育 に不適 当 な条 件 と化学 療 法
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   For the purpose of evaluating the bactericidal activity of INH in combination with PAS 

against  tubercle bacilli (H37Rv) in vitro under the inadequate condition for the growth of tuber-

cle bacilli, the experiment was made by exposing  tubercle bacilli to PAS under the concentra-

tion of 1  mcg/ml and 10  mcg/ml before testing the bactericidal activity of INH and PAS. 

   According to the results obtained, the bactericidal activity of  INH and PAS is remarkably 

lowered after exposure to PAS.

A.緒 論

われわれは前報でPAS前 処理がINH非 交換群でINH

の殺薔効果を減弱させることを知つた。この点に関連し

て,PAS前 処理は同様に行ない,前 処理後 も結核菌を

発育に不適当な環境において,し かも元来殺菌効果の弱

いPASが 各種の濃度で引き続いて存在する場合,INH

の殺菌力は どのような影響を受けるであろうか というこ

とが1つ の問題となると思われるt第1報 で述べたごと

く低温とい う結核菌の発育に不適当な環境ではINHの

殺菌力は非常に減弱されることが認められたの であ る

が,PASと い う薬剤を用いて作 り出した結核菌 の発育

に不適当な環境でもINHの 殺菌力は同様な影響を受げ

るのであろうか轟 この問題についての実験的検討を行な

つ た の で 以 下 に そ の 成 績 の概 略 を 報 告 す る謬

B実 験 方 法

前 報 とほ と ん ど同 様 な 操 作 で 行 な つ た。 す なわ ち実 験

に はSilicone-C◎atedSlideCulture法(SSC法)Dを

用 い たゆ 使 用 菌 株 はH37Rvで,1%小 川 培 地 に 発 育 し

た 集落 よ りベ ンジ ソ菌 液 を 作 製 しSilic◎Re-C◎atedSlide

(SS)に 付 着 させ たゆ 培 地 は10%牛 血 清 伽キ ル ヒナ ー

培 地 を 使 用 した ゆ 前 処 理 に 使 用 し たPASの 濃 度 は1

mcgfmlお よび10mcg/mlと し,前 処 理 後 にINHに

併 用 したPASの 濃 度 も 同 様 に1mcg/ml,10mcg/ml

の2種 類 と した 。 前 処理 の 期 間 は1週 間 と した ◎実 験 頂

序 はPASに よ る 前 処 理 後,37℃ で4週 間INH・PAS

を 併用 して 作用 させ た 後,生 理 的 食 塩 水 で3回 ず つSS
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Table1.BactericidalEffectsofINHinCembinationwithPASafterExposuretoPAS(1mcg)
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を洗浄し,薬 剤を含まない培地でさらに4週 間培養した

後に肉眼的に判定を行なつた。 したがつて前報と異なる

ところは,PAS前 処理後に作用させたINHに 前 処理

に使用 したPASを そのまま併用したことである。実験

群としては,当 然のことながらPASに よる前処理の操

作を含まない対照群を加えた。なお,今 回の実験では薬

剤を途中で交換する操作は行なわなかつた。この意味に

ついては第2報 を参照されたい。またINHの 濃度は第

1管 を1,000mcg/mlと し以後倍数希釈法に より第19

管までを検討 した。

C.実 験.成 績

PASの 濃度が1mcg/mlの 場合は表1に 示すごとく,

PAS前 処理群は非前処理群に比 し,そ の殺菌効果は相

当減弱されている。また表2に 示すごとくPASの 濃度

が10mcg/mtの 場合は,殺 菌効果の減弱の程度 が少な

くなる傾向にあるが,非 前処理群に比較するとやはり殺

菌効果は対照群に比べて相当減弱されているのが認めら

れる。

D。 総括および考案

実験成績にみられるごとく,PASに よる前処理はINH

単独作用の場合と同様に,INH・PAS併 用 の場合でもそ

の殺菌効果を減弱させる。低温下での薬剤作用ほどの効

果減弱は認めないにしても同様の傾向があることは前報

でみられたINH単 独作用時の結果 と同様であるsPAS

に よる前処理を行なわないでINHとPASの 使用を同

時に開始する場合の殺菌効果については次綴で検討する

が,静 菌力が強くて殺菌力の弱い化学療法剤を併用する

場合,一 応 これらの事実を念頭におく必要があるのでは

なかろうか。それと同時に,発 育に不適当な環境にある

結核菌の絶減が非常に困難であることが,ひ いては臨廉

上病巣の結核菌絶滅をほとんど不可能 としている大きな

原因の1つ とも考えられる。今までの化学療法の研究が

主 として結核菌の発育に好都合な環壌でのみ行なわれて

いたきらいがあると考えるので,わ れわれはこのような

結核菌の発育に不利な条件下での化学療法の強化につい

て今後も研究を進めたい。

E結 論

1mcg/mlお よび10mcg/mlのPASで 結 核菌を前

処理すると,そ の後に作用さ せ たINH・PASの 殺菌効

果が,そ うでない場合に比ぺてかな り減弱されることを

認めた。
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